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し
も
だ
て
美
術
館
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内
小お

林ば
や
し

在
住
の
洋
画
家
で
日
展
評
議
員
を
務
め
る
飯い

い

泉ず
み

俊と
し

夫お

さ

ん
（
67
歳
）
か
ら
、
作
品
の
寄
贈
を
う
け
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
平
成
２
年
か
ら
同
11
年
に
か
け

て
飯
泉
さ
ん
が
描
い
た
油
彩
画
で
、『
北
海
道
（
北
の
海
）』、『
月げ

つ

明め
い

（
は
に
わ
）』、『
島
の
教
会
ヴ
ェ
ニ
ス
』、

『
子
守
り
（
は
に
わ
）』、『
巫み

女こ

（
は
に
わ
）』『
武
人
と
女
子
（
は
に
わ
）』
の
６
点
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、

し
も
だ
て
美
術
館
で
今
後
開
催
す
る
常
設
展
な
ど
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。［
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
］

日
展
評
議
員
の
飯
泉
俊
夫
さ
ん
が

し
も
だ
て
美
術
館
に
作
品
を
寄
贈

自宅のアトリエで作品と向きあう飯泉俊夫さん

『
子
守
り
（
は
に
わ
）』
平
成
６
年  

Ｆ
１
２
０
号

『
島
の
教
会 

ヴ
ェ
ニ
ス
』
平
成
５
年  

Ｆ
１
５
０
号



　
『
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
』
は
、
地
方
分
権
時
代
に
お
い

て
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
平
成
14

年
度
に
創
設
さ
れ
た
、
茨
城
県
独
自
の
権
限
移
譲
制
度
で

す
。
当
初
は
、
人
口
要
件
を
満
た
す
、
日
立
市
、
土
浦
市
、

つ
く
ば
市
な
ど
５
市
だ
け
で
し
た
が
、
合
併
に
よ
り
、
筑

西
市
も
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
今
年
の
４
月
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
権
限
の
移
譲
を
受
け
て
、
市
単
独
の

決
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
特
例
市
の
要
件

特
例
市
に
対
す
る
県
の
支
援

　

受
け
入
れ
る
市
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
移
譲
さ
れ

る
分
野
ご
と
に
、
今
後
３
年
間
、
毎
年
１
千
万
円
の
助
成

を
県
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
務
の
移

譲
に
あ
わ
せ
、
県
職
員
の
派
遣
も
受
け
ら
れ
、
市
か
ら
も

職
員
を
研
実
務
修
の
た
め
に
県
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

筑
西
市
ら
し
さ
を
活
か
し
た

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
に

　

茨
城
県
で
は
、
人
口
10
万
人
以
上
の
市
を
対
象
と
し
て
、
権
限
移
譲
制
度
『
ま
ち
づ
く
り
特

例
市
』
の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
土
地
利
用
の
許
可
や
福
祉
に
関
す
る
権
限

に
つ
い
て
市
が
移
譲
を
受
け
る
も
の
で
す
。
筑
西
市
で
は
、４
月
か
ら
『
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
』

の
指
定
を
受
け
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
権
限
の
移
譲
を
受
け
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
窓
口
手
続
き
で
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
市
が
自
主
的
・
自

立
的
に
ま
ち
づ
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

県から

筑西市へ

権限
けん げん

筑西市が
「まちづくり特例市」に

下館青年会議所ジュニア育成委員会主催
ジュニアふるさと塾「どろんこ運動会」より

２



市民サービスの向上をめざして
事務処理をより効率的に

●市が権限の移譲を受けるもの

身体障害者手帳の交付など

申請→市経由→茨城県→交付
60日程度

申請→市福祉事務所→交付
20日程度

※手帳交付までの日数は、申
　請者の疾病の程度により長
　くなることがあります。

★自動販売機設置場所への立入検査など（茨城県青少年のための環境整備条例）

★販売業者に対する立入検査など（家庭用品品質表示法、消費生活用製品安全法）

★認可外保育施設に対する立入検査など（児童福祉法）

★未熟児の訪問指導（養育医療給付児に限る）など（母子保健法）

★グループホームの指定、立入検査など（介護保険法）

住みよいくらしづくり分野

農地転用の許可（２ha 以下）など（10月から）

申請→市経由→茨城県→県知事許可 申請→市農業委員会→

開発行為の許可など（10月から）

申請→市経由→茨城県　　　　　　→県知事許可 申請→市宅地開発課→市長許可

★市街地再開発促進区域内における建築物の建築許可など（都市計画法）

★都市計画施設内の建築許可、都市計画事業地内の建築許可（都市計画法）

★優良宅地造成の認定（租税特別措置法）

★土地区画整理事業の個人・組合施行の認可（５ha 未満）など（土地区画整理法）

個性豊かなまちづくり分野

★各種計量器の立入検査など（計量法）

★商工会議所が賦課する負担金の許可（商工会議所法）

★商工会の設立認可など（商工会法）

★商店街整備計画の認定など（中小小売商業振興法）

★販売事業者に対する立入検査など（電気用品安全法）

★火薬類の譲渡者、譲受者に対する許可など（火薬類取締法）

★簡易専用水道の給水停止命令（水道法）

★小簡易水道の休止停止命令（茨城県給水施設条例）

活力ある産業づくり分野

★地域の指定、規制基準の設定など（騒音規制法、悪臭防止法、振動規制法）

★特定事業場への立入検査など（水質汚濁防止法、大気汚染防止法、ダイオキシン類対策特別措置法）

★商工会の設立認可など（商工会法）

★公害防止統括責任者選任等の届出受理など（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律）

★特定施設の設置の届出の受理など（茨城県公害防止条例）

快適な環境づくり分野（平成 19 年４月から）
まちづくり特例市に関する
お問い合わせは…

行政改革推進課まで
℡ 24-2111（内線 317・318）

（市農業委員会）

※申請の締切日な
　ど詳しいことは
　後日お知らせし
　ます。農地法４条、５条の許可など

都市計画法 29条、43 条の許可など

県内のまちづくり特例市
【平成 14年度】日立市、土浦市

【平成 15年度】つくば市、ひたちなか市

【平成 17年度】取手市

【平成 18年度】筑西市  石岡市、古河市、常総市

筑西市は県内ではじめて、すべての分野で
権限移譲を受けました。

（建築指導課）

これまで…

これまで…

これまで…

現在は…

10月１日からは…

10月１日からは…

３ まちづくり特例市

市農業委員会

会長許可



小
こ く ぼ

久保忠
た だ お

夫さん（70 歳）

元下館市消防団副分団長

昭和 31 年から平成
16 年までの 47 年間、
消防団の一員として
災害現場の第一線で
活躍。また近代消防の機動力強化に貢献され
ました。「昭和 38 年に発生した、下館駅前
のデパート火災が今でも忘れられません。木
造の大きな建物でしたので、天を焦がすよう
な炎があがり、隣接する建物への延焼を防ぐ
ことに必死でした」と当時の苦労の様子を振
り返ってくれました。

鷹場町

●瑞宝単光章

鶴
つ る

　義
よ し

孝
た か

さん（60 歳）

元「上の原学園」支援員

昭和 46 年から平成
18 年までの 34 年間、
桜川市にある、知的
障害児施設「上の原
学園」で支援員として、児童福祉の向上に努
めました。「力不足で何度も挫

ざせ つ

折しそうにな
りましたが、私を必要としてくれる子どもた
ちがいたおかげで頑張ってこれました。私た
ちの仕事は、子どもたちの心の声を聞いてあ
げること。これからも子どもたちの育成に力
をそそぎたい」と力強く話してくれました。

横塚

●瑞宝双光章

山
や ま も と

本 正
しょうぞう

蔵さん（75 歳）

昭和 20年から平成３
年までの 46 年間、家
畜の飼養管理、改良
増殖などに寄与され
ました。「生産者が育てやすく、また、消費
者のみなさんが求める、おいしくて、安心・
安全な豚を長年研究してきました。生き物が
相手ですから、苦労の連続でしたが、このた
び叙勲をいただき、家族ともども大変うれし
く思っています」と受章の喜びを語ってくれ
ました。

辻

田
た み や

宮　一
はじめ

さん（61 歳）

元防衛庁技官

昭和 36 年から平成
17 年までの 44 年間、
陸上自衛隊古河補給
処で災害現場などに
使われる施設や機材を整備してきました。
「私たちの仕事は、イラクやゴラン高原など
で任務にあたっている海外派遣隊に機材を提
供する後方支援。現地の仲間たちが任務を無
事遂行できることを願いながら、常に緊張感
をもって仕事をしてきました。評価されてう
れしいです」と喜びを語ってくれました。

鷹場町

大
お お よ し

吉　保
たもつ

さん（82 歳）

元農林業センサス調査員

昭和 25 年の世界農
林業センサスから平
成 17 年まで連続 12
回調査に従事。また、
消防団や青少年相談委員など地域と行政の発
展のために寄与されました。「このたび藍綬
褒章をいただき大変光栄に思っております。
長い間、何事もなく無事に務めを果たせたの
は、多くのみなさんのご支援とご協力のたま
ものです。ありがとうございました」と受章
の喜びを語ってくれました。

村田

松
ま つ も と

本きよ子さん（63 歳）

鉱工業動態統計調査員

昭和 56 年から 25 年
間にわたり、統計調
査に従事。また、更
生保護婦人会や国際
交流など、地域の福祉向上に貢献されました。
「仕事を引き受けたときはとても不安でした。
回答を拒否されたこともありました。しかし、
専業主婦の私が、広く世間を知り、忍耐強く
一つの仕事を成し遂げる喜びを経験できまし
た。今回、このような評価をいただき、みな
さまに感謝します」と話してくれました。

玉戸

●藍綬褒章

●瑞宝単光章●瑞宝単光章

元農林水産技官

●藍綬褒章

春
の
叙
勲
・
褒
章 

平
成
18
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
筑
西
市
か
ら
は
、
叙

勲
に
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うが
１
人
、
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
うが
３
人
、
褒
章
で
は
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

に
２
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
章
し
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

４



５ 市政メモ／自警団

　現在、全国で地域住民による自警団が結成され、ここ筑西市
でも、警察庁の平成 18 年度『地域安全安心ステーション』モ
デル事業に指定された『野殿セキュリティ・プロジェクト』

（杉
す ぎ

山
や ま

政
ま さ

信
の ぶ

代表）など、活発に活動する団体が増えつつあります。
　犯罪を未然に防ぎ、安全で安心して暮らせるまちを実現する。
そのためには、『自分たちのまちは自分たちで守る』という意
識と、地域ぐるみでの自主防犯活動が大切です。

　最近地域の連帯感が希薄になってきたといわれています。泥
棒や不審者にとって、地域の連帯感は非常に脅威。コミュニティ
づくりが盛んな地域ほど犯罪数が減少しています。
　自警団活動の真のねらいは、防犯活動を通して、犯罪弱者（子
どもや女性、お年よりなど）を含めた地域の連帯を再生するこ
とにあります。

　市民安全課では『自警団結成促進助成事業』として、防犯活
動などを実施しようとする団体に助成を行っています。

【問い合わせ】市民安全課市民安全係　内線２４０・２４３

▼

みんなでつくる安全・安心のまち

自警団結成を応援します

対象事業
概ね自治会区域か小学校区区域までの範囲で行われる事業
助成額
上限３万円
申請
市役所１階にある市民安全課備え付けの　①申請書、②事
業計画書、③収支予算書に、団体構成員名簿（任意様式）
を添えて申請してください。
その他
助成が決定した団体については、市民安全課から筑西警察
署へ届出をいたします。

▼
▼

▼

自警団活動のねらい

広がる自警団結成の動きメ　モ

大田小学校児童の下校を見守る『野殿セキュリティ・プロジェクト』のメンバー

■こどもの日柔剣道大会を開催
　５月 3 日・４日、下館総合体育館で、『第 47
回こどもの日 柔剣道大会』を開催しました。大
会には、栃木や千葉、神奈川など関東近県から
柔剣道あわせて 232 チーム、約 1,250 人の選
手が参加。市内のチームでは、柔道女子で下館
中が優勝、明野中・下館西中が第３位、剣道女
子で関城中が優勝、下館中が第３位となりました。
■筑西市統計大会で功労者を表彰

　５月 19 日、コミュニティプラザで、『第２回筑
西市統計大会』を開催しました。大会では、永
年にわたり統計調査に尽力された統計功労者に
対し表彰状などを贈呈。また、春の褒章受章者・
国県による各種表彰受賞者・県統計グラフコン
クール入賞者を披露し、大会宣言を採択しました。

■女性団体連絡協議会が総会と講演会を開催

　

　５月 19 日、アルテリオ集会室で、ちくせい女
性団体連絡協議会（しもだて女性団体連絡協議
会を改称）が総会を開催しました。総会終了後
には、県知事公室女性青少年課の橋本由美子課
長補佐を講師に迎え『少子高齢化と男女共同参
画』と題する講演を実施。参加者約 100 人が
男女共同参画について理解を深めました。

■春の園遊会に冨山省三市長が出席
　４月 27 日、天皇、皇后両陛下主催の『春の
園遊会』が東京・元赤坂の赤坂御苑で開かれま
した。本市からは冨山省三市長が招かれ、各界
の功労者約 2,000 人とともに出席しました。



　

筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
実

行
委
員
会
が
募
集
し
て
い
た
『
あ
な
た
が

選
ぶ 

筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
』
の
最
終
選
定
結
果
が
、
茨
城
県
土
木

部
道
路
建
設
課
か
ら
発
表
さ
れ
、
市
内
の

『
母は

子こ

島じ
ま

遊
水
地
』
が
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

母
子
島
遊
水
地
は
、
国
の
激げ

き

甚じ
ん

災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
と
し
て
、
小
貝
川
と
大

谷
川
の
合
流
点
に
治
水
対
策
の
た
め
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
、
面
積
は
約
１
６
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
初
期
湛た

ん

水す
い

池
に
映
る
『
逆
さ

筑
波
』
な
ど
、
美
し
く
雄
大
な
筑
波
山
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

母子島遊水地から観る筑波が最優秀賞

　

５
月
14
日
、
下
館
青
年
会
議
所
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
委
員
会
主
催
の
『
ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る

さ
と
塾
』
が
開
講
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
講
式
に
は
市
内
や
桜
川
市
の

小
学
生
約
１
２
０
人
が
参
加
、
田
ん
ぼ
の

中
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
手
作
業

の
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
青
年
会
議

所
の
増
渕
正
浩
理
事
長
は
「
こ
の
塾
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
人
と
人
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

彼
ら
の
笑
顔
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
か
だ
で
の
川
下
り
や
宮
山
公

園
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

田んぼの中でどろんこ学習

　

５
月
５
日
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
水
族

館
前
広
場
で
、
協
和
園
芸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
会

長
＝
栗
原
宏
明
さ
ん
、
会
員
18
人
）
が
、

こ
だ
ま
ス
イ
カ
や
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
を
開
催
。
筑
西
市
の
特
産
品
を
広

く
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も

の
で
、
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
試
食
で
は
『
甘
く

て
お
い
し
い
』『
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ
い
』
な

ど
と
大
好
評
で
、
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど

で
し
た
。
当
日
は
『
こ
ど
も
の
日
』
と
あ
っ

て
会
場
に
は
関
東
周
辺
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
同
時
に
開
い
た
即
売
会
も
、
出
品

し
た
野
菜
が
新
鮮
で
値
段
も
手
頃
な
た
め

大
盛
況
で
し
た
。　

こだまスイカなどをＰＲ

あ
ら
か
る
と

ジュニアふるさと塾

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

協和園芸 4Hクラブ

筑波山ベストビューコンテスト

６



 ぼ く た ち ・ わ た し た ち  １ 歳 に な り ま し た

平成 17 年８月生まれの
お子さんの写真を募集
しています。写真裏面
に、①お子さんの氏名・
生年月日・性別、②保護
者氏名・郵便番号・住所・
電話番号を明記し、６月
30 日（金）までに市広
報広聴課へ。応募者多数
の場合は抽選とします。

７/23（日） 中国京劇院『三国志』諸葛孔明
茨城県立県民文化センター  ［水戸市 TEL029‐241‐1166］
午後２：００／６：30 開演　Ｓ席 7,000 円　Ａ席 6,000 円
中国京劇院初の外国人俳優・石山雄太出演　日本語字幕付

８/23（水） 綾戸智絵コンサート 2006
小山市立文化センター  ［小山市 TEL0285‐22‐9552］
午後６：３０開演　１階席 7,000 円　２階席 6,500 円　
大阪出身の人気ジャズシンガー・綾戸智絵のコンサート

９/24（日） 鼓童 ONE EARTH TOUR　ワン・アース・ツアー

栃木県総合文化センター  ［宇都宮市 TEL028‐643‐1010］
午後 6：00 開演　全席指定 5,000 円（当日500 円増）　
魂を揺さぶる迫力の太鼓演奏をお楽しみください

７/15（土） THE  KYOGEN　ザ・狂言

茨城県立県民文化センター  ［水戸市 TEL029‐241‐1166］
午後 3：00 開演　Ｓ席 4,500 円　Ａ席 3,500 円　学生席 1,000 円
茂山千作、茂山七五三、茂山逸平ほか出演予定

７/17 まで（祝） 栄光のルネサンスから華麗なロココまで
茨城県近代美術館［水戸市 TEL029‐243‐5111］月曜休館
一般 1,050 円　高大生 830 円　小中生 470 円
デューラー、レンブラント、ルーベンス、ベラスケスなどの作品を展示

７/２ まで（日） みどり降るころ《併催：陶芸 青いろいろ》
佐野市立吉澤記念美術館［佐野市 TEL0283‐86‐2008］月曜休館
一般 500 円　高大生 300 円　小中生 100 円
併催展で板谷波山作『青磁延寿文花瓶』『青磁香炉』などを展示

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

中 野  悠 惺 くん

6月 7日生 （横塚）
飯 島  彩 乃 ちゃん

6月 6日生（羽方）
磯 山   蓮 くん

6月 8日生 （小川）
石 島  菜々美 ちゃん

6月 10日生 （玉戸）
渡 辺  直 弥 くん

6月 10日生 （稲荷）
箱 守  花 南 ちゃん

6月 13日生 （田中町）
箱 守  里 南 ちゃん

6月 13日生 （田中町）

新 山  遥 斗 くん

6月 18日生（谷部）
川 嶋  将 斗 くん

6月 24日生（村田）
藤 田  愛 那 ちゃん

6月 23日生（門井）
森   彩 夏 ちゃん

6月 25日生（成井）
新 井  菜 月 ちゃん

6月 27日生（榎生）
田 村  明日佳 ちゃん

6月 29日生（上平塚）

藤 田  明日葉 ちゃん

6月１3日生（稲荷町）
水 越   翼 くん

6月 17日生（大関）
長 澤   匠 くん

6月１7日生（西方）
岩 田  結 菜 ちゃん

6月１7日生（野殿）
山 本  美沙希 ちゃん

6月 16日生（布川）
大 沼  脩 翔 くん

6月 15日生（幸町）
二 宮  大 翔 くん

6月 15日生（小川）

永 井  翔 琉 くん

6月 2日生 （岡芹）
廣 沢  朝 陽 くん

6月１日生（小栗）
田 中  蒼 天 くん

６月 3日生 （玉戸）
鳥 羽  夏 希 ちゃん

6月 3日生 （折本）
羽 田  光 希 くん

6月 3日生 （泉町）
国府田  一 心 くん

6月 4日生 （関本下）
本 川  みのり ちゃん

6月 4日生 （市野辺）

７ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると



私
の
将
来
の
夢
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
私

の
夢
が
叶
っ
て
、
筑
西
市
の

人
が
楽
し
く
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

小
こ い し か わ

石川 美
み き

季 野
の ざ わ

沢  彩
あ や の

乃冨
とみやま

山  翔
しょうへい

平 飯
いい

田
だ

  貴
たか

敬
ひろ

杉
すぎ

山
やま

  力
りきまる

丸

私
の
将
来
の
夢
は
、
美
容

師
に
な
る
こ
と
で
す
。
み

ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
、
安
心
、
安
全
な
市
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
テ
ニ
ス
選
手

に
な
り
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン

で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
す
。

筑
西
市
を
安
全
で
活
気
あ

ふ
れ
る
街
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
ロ
ナ

ウ
ジ
ー
ニ
ョ
の
よ
う
な
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
安
全
で
平
和
な
、
住
み

や
す
い
市
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ

の
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
こ
の
筑
西
市
が
全
国
で

も
野
球
で
有
名
な
ま
ち
に
な

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

伊
讃
小
学
校
児
童
数
２
８
２
人

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリ ムー・

児
童
数
３
８
２
人

筑
西
市
の
未
来
は
、
環
境

に
や
さ
し
く
、
住
民
に
住

み
ご
こ
ち
の
よ
い
、
筑
西

市
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

片
かたおか

岡  武
た け る

尊 高
たかはし

橋  直
な お や

也武
た け い

井  瑛
え り

里 武
た け い

井  一
かずあき

晃岡
お か の

野  理
り ほ

穂

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
ピ
ア
ニ

ス
ト
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

の
理
由
は
、
自
分
の
演
奏
を

み
ん
な
に
聞
い
て
も
ら
い
感

動
を
与
え
た
い
か
ら
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
獣じ

ゅ
う
い医

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
日
本
国
中
に
い
る
動

物
を
元
気
に
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。
毎
日

練
習
し
て
、
強
く
な
っ
て
、

球
界
を
お
ど
ろ
か
せ
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

筑
西
市
は
、
自
然
と
住
民
が

仲
良
く
な
っ
て
、
ほ
か
の
市

町
村
の
人
た
ち
も
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
村
小
学
校

８

お

桜
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を

たより

　

明
野
地
区
に
住
む
主
婦
で
す
。
桜

の
満
開
の
こ
の
季
節
、「
せ
っ
か
く
合

併
し
た
の
だ
か
ら
」
と
思
い
、
い
つ

も
地
元
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
「
お
花

見
」
を
、
ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ど
こ
へ
行
こ
う
か
し

ら
」
と
、
主
人
に
聞
い
て
も
、
お
茶

飲
み
友
達
に
聞
い
て
も
、「
さ
あ
ね
」

の
返
事
ば
か
り
。
仕
方
な
い
の
で
、

市
役
所
に
電
話
し
て
聞
い
て
み
る
と
、

い
く
つ
か
名
所
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
勤
行
川
沿
い
の

桜
堤
が
特
に
い
い
と
言
わ
れ
出
か
け

ま
し
た
。
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

車
を
止
め
て
、
桜
堤
を
歩
き
ま
し
た

が
、
そ
の
美
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
歩
き
、
お

花
見
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
市

内
に
は
桜
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
恐
ら

く
み
ん
な
知
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、「
桜

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
の
よ
う
な

も
の
を
作
っ
て

い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
匿
名
）

　



　市内では、４月中旬ごろから梨の「花あ
わせ」が一斉に行われました。作業中の菊
池真雄さん・早苗さんご夫妻（布川）に声
をかけると、「短期間に作業をしなければ
ならないし、上を向いての作業なのでとて
も大変だけど、うまい梨を作りたいからね」
と手を休め、笑顔で答えてくれました。

市の花『梨の花』が満開
春の風物詩『花あわせ』

スナップ

筑西あらかると

市
民
に
作
品
を
観
て
い
た
だ
け
る
の
は

　
　
　

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す  

人輝く

９ スナップ／輝く人

 

油
彩
画
６
点
を
し
も
だ
て
美
術
館
に
寄
贈

飯い

い

泉ず

み 

俊と

し

夫お

さ
ん
（
小お

林
ば
や
し

）

  

「
印
刷
さ
れ
た
画
集
を
見
る
の
と
本
物
を
鑑
賞
す
る

の
で
は
、
印
象
が
違
い
ま
す
。
大
勢
の
方
に
私
の
作
品

を
実
際
に
観
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
。
ま
た
郷
土
の
美
術
館
に
飾
っ
て
も
ら
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
作
品
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
」

と
語
る
の
は
、
洋
画
家
の

飯
泉
俊
夫
さ
ん
。
こ
の
た

び
自
作
の
油
彩
画
６
点
を
、

し
も
だ
て
美
術
館
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
飯
泉
さ
ん
は
、

森
田
茂
先
生
（
筑
西
市
名

誉
市
民
・
文
化
勲
章
受
章

者
）
に
師
事
。
現
在
は
、

森
田
先
生
が
会
長
を
務
め

る
美
術
団
体
『
東
光
会
』
の
常
務
理
事
や
日
展
評
議

員
な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。

 

「
６
点
の
う
ち
４
点
は
、
も
う
30
年
は
描
い
て
い
る

埴は
に

輪わ

の
作
品
で
す
。
手
足
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
目
の

シ
ン
プ
ル
さ
が
埴
輪
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
例
え
ば
今
回

寄
贈
し
た
『
子
守
り
』
と
い
う
作
品
で
描
い
た
埴
輪

は
、
背
負
わ
れ
た
子
ど
も
が
と
て
も
小
さ
い
。
焼
き
上

げ
前
に
粘
土
が
落
ち
な
い
よ
う
、
手
や
飾
り
な
ど
が
実

際
よ
り
小
さ
く
作
ら
れ
て
か
わ
い
い
ん
で
す
。
残
り
２

点
は
風
景
画
で
、う
ち
１
枚
『
北
海
道
（
北
の
海
）』
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
。
北
海
道
に

は
、
写
生
の
た
め
に
10
年
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。
こ
の
時

代
の
私
の
気
持
ち
を
込
め
た
作
品
で
す
。
も
う
一
枚
の

風
景
画
は
『
島
の
教
会 

ヴ
ェ
ニ
ス
』。
小
さ
な
島
に
建

つ
古
い
教
会
で
、
長
い
歴
史
を

感
じ
、
心
を
打
た
れ
て
描
き
ま

し
た
。
最
近
５
年
ほ
ど
は
勉
強

の
た
め
に
人
体
を
描
い
て
い
た

の
で
す
が
、
今
は
外
国
の
風
景

を
描
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」。



ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅

多田羅
た  た  ら

下館

下館二校前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

益子

七井

市塙

笹原田

天矢場

茂木

Vol.2

　

下
館
駅
を
出
発
し
て
約
１
時
間
、
Ｓ
Ｌ
の

停
車
駅
『
多た

た

ら
田
羅
駅
』
に
到
着
し
ま
す
。
多

田
羅
駅
は
芳
賀
郡
市
貝
町
の
南
に
位
置
し
、

陶
芸
で
有
名
な
益
子
町
か
ら
は
車
で
10
分
ほ

ど
の
距
離
で
す
。
駅
は
昭
和
30
年
に
地
元
の

強
い
要
望
を
受
け
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
無

人
駅
で
す
が
、
朝
夕
に
は
多
く
の
学
生
た
ち

が
通
学
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

『
多た

た

ら
田
羅
沼
』を
散
策

　

駅
を
出
て
西
へ
徒
歩
15
分
、
灌か

ん
が
い漑

用
の
人

工
池
（
多
田
羅
沼
）
と
、
湿
地
、
自
然
林
に

囲
ま
れ
た
憩
い
の
森
に
到
着
し
ま
す
。
広
さ

約
２
㌶
の
沼
に
は
ス
イ
レ
ン
が
群
生
し
て
お

り
、
丸
い
葉
が
び
っ
し
り
と
水
面
を
覆
っ
て

い
ま
す
。
ス
イ
レ
ン
の
花
は
こ
れ
か
ら
が
見

ご
ろ
を
迎
え
、
白
や
黄
色
の
ほ
か
に
も
７
月

上
旬
ご
ろ
に
は
赤
い
花
も
楽
し
め
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
池
と
湿
地
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
の
中
を
の

ん
び
り
と
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湿

地
で
は
、
珍
し
い
湿
地
性
植
物
の
観
察
も
で

き
ま
す
。

『
伊い
こ
や
ま
許
山
園
地
』で
自
然
を
満
喫

多田羅駅

多田羅沼

入野家住宅

伊許山園地

至宇都宮

至益子

国道 123 号

　

駅
か
ら
東
へ
徒
歩
約
20
分
、
栃
木
県
の
景

勝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
伊
許
山
園
地
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。
園
内
に
は
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
、
四
季
折
々
の
花
や
野
鳥
の
さ
え
ず

り
を
楽
し
め
ま
す
。
春
に
は
約
二
千
本
の
ツ

ツ
ジ
が
、
山
す
そ
を
一
面
赤
く
染
め
る
そ
う

で
す
。
展
望
台
か
ら
は
那
須
・
日
光
連
山
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
筑
波
山
や
加
波
山
の
山

並
み
も
一
望
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
開
設
期
間
は
７
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
。
常
設
の
キ
ャ
ビ
ン
や
テ

ン
ト
サ
イ
ト
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど

が
あ
り
、
夏
休
み
は
大
勢
の
キ
ャ
ン
パ
ー
で

に
ぎ
わ
う
そ
う
で
す
。

伊許山キャンプ場（開設期間７月１日～９
月 30 日）●予約・問い合わせ＝市貝町役
場農林商工課（℡ 0285-68-1118）

▲多田羅沼　スイレ
ンは６月上旬から７
月上旬が見ごろです。

『
入い
り
の野

家
住
宅
』で
歴
史
に
触
れ
る

　

最
後
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
『
入
野
家

住
宅
』
を
訪
れ
ま
し
た
。
駅
か
ら
は
車
で
５

分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
入
野
家

住
宅
は
天
保
12
年
（
１
８
４
１
年
）
に
建
築

さ
れ
ま
し
た
。
入
野
家
は
江
戸
初
期
か
ら
代
々

名
主
を
つ
と
め
て
き
た
家
柄
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
建
物
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、

今
年
90
歳
に
な
る
と
い
う
入
野
文
子
さ
ん
。

建
物
の
構
造
や
材
料
、
各
部
屋
の
使
わ
れ
方

な
ど
を
親
切
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
多
田

羅
駅
周
辺
を
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲入野家住宅　茅
かやぶきよせむねづくり

葺寄棟造の母屋と表門の２棟が往
時の姿をそのままに保存されています。（見学無料）
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音
楽
性
と
人
間
性
を
養
う
合
唱
隊

豊
か
な
心
を
歌
い
継
ぎ
た
い

　

み
な
さ
ん
は
、
筑
西
市
に
『
ち
び
っ
こ
合
唱
隊
』
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
を
会
場
に
練
習
を
続
け
る
合
唱
隊
。
昨
年
８
月
の
発
足
の
様
子
や
、
県
西
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
た
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
（
１
月
14
日
開
催
）
で
歌
声
を
披
露
し
た
こ
と
な

ど
が
、
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
『
ち
び
っ
こ
合
唱
隊
』
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ル
テ
リ
オ
に
響
く
天
使
の
歌
声

 

『
ち
び
っ
こ
合
唱
隊
』
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
主
催
事
業
の
ひ
と
つ
。『
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
く

歌
う
活
動
を
通
し
て
、
明
日
の
時
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
音
楽
性
を
養
う
と
と
も
に
、
童
謡
に
込
め
ら

れ
て
い
る
郷
愁
や
純
真
無
垢
な
童
心
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
人
間
性
豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
る
』
こ

と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
『
第
18
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

ま
な
び
ピ
ア
い
ば
ら
き
』
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
月
二
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
の
は
、
元
下
館
小
学
校

教
頭
で
、
現
在
は
市
教
育
委
員
会
の
日
本
語
指
導

員
を
つ
と
め
る
高た

か

久く

延の
ぶ

代よ

さ
ん
（
69
歳
・
二に

木ぎ

成な
り

）。

ま
た
、
隊
員
の
保
護
者
で
も
あ
る
山や

ま

本も
と

裕ゆ

美み

さ
ん

（
37
歳
・
野の

殿ど
の

）
が
伴
奏
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　

合
唱
隊
発
足
以
前
か
ら
、
相
次
い
で
お
こ
る
幼
児

や
青
少
年
に
関
わ
る
悲
し
い
事
件
に
心
を
痛
め
、
何

か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と

い
う
高
久
さ
ん
。
教
員
在
職
中
に
歌
唱
指
導
を
し
た

経
験
を
生
か
し
、
童
謡
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
思

い
や
り
や
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
こ
う
と
、
合
唱
隊

の
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
隊
員
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
中
組

か
ら
小
学
５
年
生
ま
で
38
人
。
今
年
は
新
し
い
子
が

10
人
入
り
ま
し
た
。「
歌
を
歌
う
だ
け
で
な
く
、
曲

に
あ
わ
せ
て
打
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
リ
ズ
ム
遊

び
を
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
言
う

子
ど
も
た
ち
。
私
も
、
練
習
に
励
む
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
て
心
が
和
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
名
札
係
や
掲
示
係
、
あ
い
さ

つ
係
な
ど
、
歌
以
外
に
自
分
の
で
き
る
役
割
を
こ

な
す
こ
と
で
、
合
唱
隊
の
運
営
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
異
な
っ
た
年
齢
に
よ
る
共
同
作
業
の
中
で
、

学
校
や
塾
で
の
勉
強
と
は
違
っ
た
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
付
き
添
い
の
お
母
さ
ん

た
ち
も
イ
ス
の
片
づ
け
を
手
伝
っ
た
り
、
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
、
童
心
に
帰
っ
て
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　　

６
月
の
練
習
曲
は
、「
で
ん
で
ん
虫
々
…
」（『
か

た
つ
む
り
』
作
詞
作
曲
不
詳
）、「
雨
々
ふ
れ
ふ
れ
母

さ
ん
が
…
」（『
雨
降
り
』
作
詞
・
北
原
白
秋
、
作
曲
・

中
山
晋
平
）、「
月
夜
の
田
ん
ぼ
で
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ

渡
わた

辺
なべ

  明
あけ

美
み

さん（岡
おか

芹
ぜり

）

■このコーナーを担当したのは、

…
」（『
カ
エ
ル
の
笛
』
作
詞
・
斎
藤
信
夫
、
作
曲
・

梅
沼
実
）
な
ど
。
季
節
を
考
え
、
小
さ
い
子
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
選
曲
し
て
い
ま
す
。
高
久
さ
ん

は
、「
子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
愛
す
る
心
を
歌
い
継

い
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
出
身
の

詩
人
・
野
口
雨
情
の
曲
な
ど
も
、
折
に
触
れ
取
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

歌
の
力
、
音
楽
の
力
は
、
人
々
の
心
に
橋
を
架

け
て
く
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
心
を
も
っ
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
私
も

願
っ
て
い
ま
す
。



　

昨
年
実
施
し
た
『
筑
西
市
の
木
・
花
・
鳥
』

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
皆
様
か
ら
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
制
定
し
た
市
の

木『
さ
く
ら
』、花（
春
の
花
）『
な
し
の
は
な
』

・（
秋
の
花
）『
コ
ス
モ
ス
』、
鳥
『
つ
ば
め
』

に
応
募
さ
れ
た
人
が
多
数
の
た
め
、
抽
選
に

よ
り
記
念
品
の
当
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
選
者
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
政
務
調
査
係　

内
線
３
０
５

▼
対
象
者
＝
次
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の
障

害
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
概
ね
１
〜
３

級
程
度
の
障
害
が
あ
る
児
童　

②
療
育
手
帳

の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
で

あ
る
児
童
、
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害
が

あ
る
児
童　

③
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
は
受
け
て
い
な
い
が
『
障
害

等
級
表
』
に
該
当
す
る
障
害
が
あ
る
児
童　

▼
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

①
受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
が
一
定

限
度
以
上
の
と
き　

②
児
童
お
よ
び
父
、
母

な
ど
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

③
児
童
が
障
害
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
き　

④
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き　

▼
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＝
認
定
請
求
書
、
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し
、
診
断
書
（
療
育
手
帳
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
で
、
診
断
書
に

代
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）、
保
護
者

の
郵
便
局
の
口
座
番
号
、
印
鑑　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係　

内
線
２
２
５

　

各
支
所
福
祉
課

▼
対
象
者
＝
国
保
の
被
保
険
者
で
４
月
１
日

現
在
で
40
歳
以
上（
老
人
保
健
該
当
を
除
く
）

の
人
で
、
保
険
税
を
完
納
し
１
年
以
内
に
市

民
健
診
等
を
受
診
し
て
い
な
い
人　

▼
募
集

人
員
＝
①
人
間
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
90
人
（
助
成

額
１
９
，
０
０
０
円
）　

②
脳
ド
ッ
ク
コ
ー

ス
25
人
（
助
成
額
２
５
，
０
０
０
円
）
③
併

診
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
99
人
（
助
成
額
３
７
，

０
０
０
円
）
※
１
人
１
コ
ー
ス
の
み
で
、
昨

年
度
併
診
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
は
人
間

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
に
な
り
ま

す
。　

▼
検
診
医
療
機
関
（
市
と
契
約
を
結

ん
だ
医
療
機
関
11
か
所
）＝
筑
西
市
民
病
院
、

県
西
総
合
病
院
、
大
圃
病
院
、
落
合
医
院
、

協
和
中
央
病
院
、
城
西
病
院
、
つ
く
ば
ト
ー

タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
、
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
、
土
浦
協
同
病
院
、
に
い
は
り
診
療

所
、
平
間
病
院　

▼
申
込
期
間
＝
６
月
12
日

（
月
）
～
６
月
20
日
（
火
）、
申
し
込
み
は
ハ

ガ
キ
で
受
付
、
当
日
消
印
有
効
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
険
年
金
課
国
保
係　

内
線
２
４
６

　

各
支
所
市
民
環
境
課

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年

１
回
現
況
届
け
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
基
金
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
た
現
況

届
用
紙
は
、
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
武
道
館
３
階
）

　

TEL
　

20
　

１
１
６
７
ま
た
は
各
支
所
経
済
課

　

労
働
力
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
統

計
調
査
で
、
我
が
国
の
就
業
の
状
況
を
調
べ

る
調
査
で
す
。
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数

完
全
失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ

経
済
対
策
や
雇
用
失
業
対
策
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
、

左
表
の
調
査
対
象
地
区
内
の
世
帯
に
名
簿
づ

く
り
の
た
め
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調査地域等一覧

調査地域

門井地内の一部

成田地内の一部

玉戸地内の一部

井出蛯沢地内の一部

蓮沼・横塚地内の一部

西方地内の一部

門井地内（６月に実施
した以外）の一部

横塚地内の一部

東石田地内の一部

飯島地内の一部

調査開始月

６月

７月

８月

10 月

平成19年１月

平成19年2月

2006.6.12006.6.1

特
別
児
童
扶
養
手
当

『
筑
西
市
の
木
・
花
・
鳥
』
当
選

者
を
決
定

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
を
助
成

農
業
者
年
金
現
況
届
け
の
提
出

『
労
働
力
調
査
』
に
ご
協
力
を

▼

ハ
ガ
キ
記
載
事
項
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後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）、
そ
の
他　

▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３

ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し

込
み
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
平
沢
（ 

TEL
　

24
　

６
０
０
０ 

）へ

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

市
商
工
観
光
課
商
工
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
６
月
15
日
（
木
）
午
前
９
時
〜　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま
ち
か
ど
広
場　

▼
内
容
＝
味
噌
・
花
・
手
作
り
小
物
・
採
り

立
て
野
菜
な
ど
の
即
売

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　

医
学
博
士
で
あ
り
落
語
家
で
も
あ
る
立
川

ら
く
朝
師
匠
に
よ
る
ヘ
ル
シ
ー
・
ト
ー
ク
で

す
。
笑
い
は
健
康
の
源
、
面
白
く
て
た
め
に
な

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
15
分
〜

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
集
会
室　

▼
入
場
＝
無

料　

▼
主
催
＝
下
館
二
高
み
か
げ
同
窓
会

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

TEL
　

０
９
０
　

１
８
８
７
　

１
４
１
０

■
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
企
画
部
統
計
課（
人
口
労
働
担
当
）

　

TEL
　

０
２
９
　

３
０
１
　

２
６
４
９

▼
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
野
焼
き
は
、
廃
棄
物

処
理
法
第
16
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
※

野
焼
き
に
つ
い
て
は
、
た
き
火
程
度
の
軽
微

な
も
の
は
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
周
り
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
違
反
＝
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
を

併
科
さ
れ
ま
す
。（
法
人
の
場
合
は
１
億
円

以
下
の
加
重
罰
と
な
り
ま
す
）　

▼
不
法
投

棄
や
野
焼
き
を
発
見
し
た
り
、
廃
棄
物
を
積

載
し
た
不
審
車
両
や
そ
の
通
行
を
見
か
け

た
と
き
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
不
法
投
棄

１
１
０
番
（
０
１
２
０
　

５
３
６
３
８
０
＝
い

つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ
）
で
、
県
西

地
方
総
合
事
務
所
環
境
保
全
課
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
休
日
・
夜
間
で
緊
急
の
と
き
は

警
察
の
１
１
０
番
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

　

現
在
、
医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
等
で
医
療
福

祉
費
請
求
書
（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）
を
提
出
し

て
ま
す
が
、
７
月
診
療
分
か
ら
は
こ
の
用
紙

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
医
療
機
関
で
は

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
と
保
険
証
の
提
示
で

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

※
妊
産
婦
の
人
は
従
来
ど
お
り
マ
ル
福
用

紙
（
ブ
ル
ー
の
用
紙
）
を
使
用
し
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係　

内
線
２
６
１

　

７
月
か
ら
の
医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）

改
正
に
よ
り
マ
ル
福
用
紙
が
廃
止
さ
れ
、
現

在
の
受
給
者
証
が
保
険
証
の
情
報
が
記
載
さ

れ
た
新
し
い
受
給
者
証
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
、
障
害
の
制
度
で
受
給
し
て
い

る
人
は
、６
月
末
の
年
次
更
新
で
渡
し
ま
す
。

▼
乳
幼
児
、
妊
産
婦
の
制
度
で
受
給
し
て
い

て
、
７
月
以
降
も
有
効
期
限
の
あ
る
人
は
、

６
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係　

内
線
２
６
１

【
設
置
義
務
】

▼
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
筑
西
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
で
設
置
及
び

維
持
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（
平
成

17
年
11
月
18
日
公
布
）
▼
設
置
時
期
＝
新
築

住
宅
は
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
で
す
。
既
存

住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
悪
質
訪
問
販
売
に
注
意
】

　

改
正
消
防
法
（
６
月
１
日
施
行
）
で
、
新

築
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
火
災

警
報
器
を
巡
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る

被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
消
防
署
員
や
市

役
所
職
員
を
装
っ
て
市
価
の
数
倍
で
売
り
つ

け
る
手
口
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
公
的
機
関

で
の
直
接
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
不
審
な

訪
問
販
売
は
そ
の
場
で
断
り
、
消
防
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　
　
　

TEL
　

24
　

４
５
８
９

　

下
館
消
防
署　

TEL
　

24
　

４
５
０
５

　

関
城
分
署　
　

TEL
　　　　　　　　　　　　

37
　

２
４
４
４

　

明
野
分
署　
　

TEL
　

52
　

１
５
８
１

　

協
和
分
署　
　

TEL
　

57
　

３
４
７
９

▼
日
時
＝
６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
に
つ
い
て

医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
の
利

用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

７
月
に
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
が

変
わ
り
ま
す
。

中央図書館休館のお知らせ

▼期間＝６月 12 日（月）〜 17 日（土）

　蔵書点検のため休館します。ご不便をお

かけしますが、ご協力をお願いします。
　※休館中に本を返却される場合は、図
書館入り口の返却ポストへお返しください。
ＣＤ、ビデオ、その他ポストに入らない資
料は破損の恐れがありますので、休館開け
に直接カウンターにお返しください。
■問い合わせ
　中央図書館　TEL 24-3530

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
野
焼
き
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

わ
っ
し
ょ
い
市

日
用
品
即
売
会
・
筑
西
市
生
活
学
校

◇
笑
い
な
が
ら
学
ぶ
楽
し
い
健
康
講
演
会
◇

『
健
康
落
語
』
開
催



14

の
人
な
ど
。  

テ
ー
プ
は
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
無
料
貸
出

■
問
い
合
わ
せ　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
６
月
22
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
い
き
も
の　

▼
内
容
＝
絵
本
『
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』『
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
７
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

▼
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
員
＝
先
着

30
人　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
（
２
，
５
０
０

円
程
度
）
当
日
徴
収　

▼
持
参
物
＝
ハ
サ

ミ
・
ピ
ン
セ
ッ
ト　

▼
申
込
期
間
＝
６
月
７

日
（
水
）
〜
23
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

し
も
だ
て
地

　

域
交
流
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　
▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
７
月
５
日
（
水
）
…
ス

タ
ン
プ　

ぺ
っ
た
ん　

７
月
12
日
（
水
）、

19
日（
水
）…
祭
り
だ　

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
！

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼

募
集
人
員
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
６
月
15
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ　

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳

ま
で
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。

※
初
め
て
の
人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

下
館
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
受
験
願
書
の
配
布
＝
筑
西
保
健
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。　

▼
受
験
願
書
受
付
＝
６
月

29
日（
木
）〜
30
日（
金
）午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分
、
筑
西
保
健
所

へ　

※
郵
送
出
願
不
可　

▼
試
験
日
＝
８
月

９
日（
水
）　

▼
合
格
発
表
＝
８
月
22
日（
火
）

【
予
備
講
習
会
】（
調
理
師
試
験
の
み
）
▼
日

時
＝
７
月
12
日
（
水
）
〜
13
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
保
健
所
衛
生
課　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

　
▼
大
会
日
時
＝
６
月
24
日
（
土
）
開
会
式
午

前
８
時
30
分
、
試
合
開
始
午
前
９
時　

▼
場

所
＝
下
館
総
合
体
育
館
（
上
平
塚
）　

▼
参

加
資
格
＝
ヤ
ン
グ
…
44
歳
以
下
、
ミ
ド
ル
…

45
〜
54
歳
、
リ
ー
ダ
ー
…
55
歳
以
上
、
混
合

…
年
齢
制
限
な
し　

▼
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム

１
，
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
は
各
自

で
加
入
の
こ
と
）　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
８

▼
日
時
＝
６
月
18
日
（
日
）
開
場
…
午
後
１
時

30
分　

開
演
…
午
後
２
時　

▼
場
所
＝
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル　

▼
出
演
＝
県
立
下
館
第
二
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
員
・
Ｏ
Ｂ　

▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
二
高　

高
橋　

TEL
　

22
　

５
３
６
１

▼
日
時
＝
６
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

開
場　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　

▼

入
場
＝
無
料　

▼
主
催
＝
ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ

ケ
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ  

古
谷
野  

TEL
　

22
　

２
６
５
７

▼
日
時
＝
６
月
16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

※
18
日
は
午
後

５
時
ま
で　

▼
場
所
＝
筑
西
市
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
展
示
内
容
＝
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写

真
、
パ
ネ
ル
、
額
縁
等　

▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
村　

TEL
　

28
　

２
０
８
５

▼
日
時
＝
６
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
黒
子
公
民
館
・
研
修
室　

▼

内
容
＝
絵
本
『
な
っ
ち
ゃ
う
か
も
よ
』『
か

ば
く
ん
の
ほ
か
ほ
か
お
ふ
ろ
』
紙
芝
居
『
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
』『
ア
ラ
ジ
ン
と
ま
ほ
う

の
ラ
ン
プ
』

■
問
い
合
わ
せ　

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
６
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
ぽ
と
ん
ぽ
と
ん
は
な

ん
の
お
と
』『
た
い
へ
ん
な
ひ
る
ね
』、　
『
ふ

う
せ
ん
ま
っ
て
』
紙
芝
居
＝
『
り
ゅ
う
ぐ
う

の
お
よ
め
さ
ん
』
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

読
み
聞
か
せ
の
会

　

て
る
て
姫　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
６
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者　

▼
内
容
＝
紙
芝
居
『
ね
む
い
こ
だ
ぁ
〜
れ
』、

絵
本
『
た
ま
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
』『
が
た
ん

　

ご
と
ん　

が
た
ん　

ご
と
ん
』
他
、
お
絵

か
き
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
辰
見
八
景
＝
山
本
一
力　

90
分
５
本
・
60
分

１
本
・
20
分
１
本　

▼
日
日
平
安
＝
山
本
周
五

郎　

90
分
８
本　

▼
午
後
の
曳
航
＝
三
島
由
起

夫
・
90
分
３
本　

60
分
１
本　

▼
国
家
の
品
格

＝
藤
原
正
彦　

90
分
３
本　

▼
二
十
四
の
瞳
＝

壺
井
栄　

90
分
４
本　

▼
対
象
者
＝
視
覚
障
害

者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力
の
落
ち
た
高
齢
者

下
館
二
高
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

読
み
聞
か
せ
（
黒
子
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
会

朗
読
テ
ー
プ

地
域
交
流
・
押
花
時
計
づ
く
り
教
室

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

７
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
『
第
８
回

ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
祭
』

第
３
回
筑
西
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

全
日
本
写
真
連
盟
・
第
16
回
茨
城

県
西
支
部
写
真
展
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Information
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

野
中　

TEL
　

25
　

５
５
０
２
（
午
後
５
時
以

　

降
に
願
い
ま
す
）

▼
開
講
日
＝
６
月
９
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
（
毎
月
１
回
）　

▼
会
費
＝
２
，

０
０
０
円　

▼
場
所
＝
下
館
商
工
会
議
所
研

修
室　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
８
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

下
館
商
工
会

　

議
所
・
小
室　

TEL
　

22
　

４
５
９
６

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
・
中
学
生　

▼
日
程

＝
①
体
験
学
習
…
７
月
11
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
よ
り
開
講
式
を
行
い
ま
す
。　

②
お

け
い
こ
…
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
、
午
後

６
時
30
分
〜
８
時　

③
舞
台
…
茨
城
県
芸
術

祭
能
楽
大
会
参
加
（
10
月
）、
明
野
薪
能
参

加
（
平
成
19
年
４
月
）　

▼
稽け

い
こ古

内
容
＝
謡

う
た
い

狂
言
、
小こ

ま
い舞
な
ど　

▼
会
費
＝
月
１
，

０
０
０
円
（
衣
装
代
・
保
険
代
・
茶
菓
子
代

等
）
▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度　

▼
主
催
＝

明
野
薪
能
実
行
委
員
会
、
青
少
年
の
た
め
の

能
・
狂
言
普
及
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

明
野
公
民
館　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

▼
日
時
＝
＝
７
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館
（
上
平
塚
）　

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
学
生

不
可
）　

▼
種
目
＝
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
混

合
ダ
ブ
ル
ス
（
抽
選
で
ペ
ア
を
決
め
ま
す
）

▼
費
用
＝
１
人
１
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
期
限
＝
６
月
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
卓
球
協
会　

生
井　

TEL
　

22
　

７
５
２
３

▼
日
程
＝
７
〜
８
月
の
毎
週
土
曜
日
（
７
月
29

日
、
８
月
26
日
は
除
く
）　

▼
場
所
＝
７
月
１

日
・
８
日
、
８
月
５
日
・
12
日
は
下
館
総
合
体

育
館
／
７
月
15
日
・
22
日
、
８
月
19
日
は
下
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

▼
参
加
資
格
＝
筑

西
市
民
で
競
技
経
験
２
年
程
度
ま
で
の
社
会
人

▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
指
導
者
＝
市
卓
球
協
会
員　

▼
申
込
期
限
＝

６
月
25
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
卓
球
協
会　

生
井　

TEL
　

22
　

７
５
２
３

▼
日
程
＝
６
月
20
日
（
火
）
〜
毎
週
火
・
金
曜

日
の
延
べ
８
日
間　

開
講
式
…
午
後
７
時
〜
、

２
日
目
以
降
…
午
後
７
時
30
分
〜
９
時　

▼
場

所
＝
玉
戸
『
下
館
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
ラ
』　

▼

募
集
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人（
初

級
〜
中
級
者
）　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
50
人

▼
講
師
＝
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
下
館

支
部　

▼
参
加
費
＝
５
，
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
別
）　

▼
申
込
開
始
＝
６
月
10
日
（
土
）
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

下
館
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
ラ　

TEL
　

28
　

５
８
８
０

　

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局

　

TEL
　

０
９
０
　

１
０
３
１
　

６
８
８
３

▼
日
時
＝
６
月
17
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

▼
場
所
＝
市
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
ス
ピ
カ
６
階
）　

▼
相
談
員
＝
下
館
商
工
会

議
所
専
門
複
合
サ
ー
ビ
ス
部
会
専
門
員　

▼

内
容
＝
税
務
、経
営
、相
続
、建
築
、離
婚
、金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、人
生
相
談
な
ど　

▼
申
し
込

み
＝
不
要
、直
接
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
へ

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
商
工
会
議
所　

TEL
　

22
　

４
５
９
６

　

広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
№
28
（
５
月
15
日
発

行
）
で
、
３
ペ
ー
ジ
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

（
追
加
実
施
）
の
表
中
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
正
】６
月
25
日
（
日
）
の
終
了
時
間
＝
川
島

公
民
館
が
午
前
９
時
40
分
、
筑
西
市
民
病
院

駐
車
場
が
午
前
10
時
45
分
、６
月
18
日
（
日
）

の
実
施
会
場
＝
関
城
体
育
館
が
関
本
公
民
館

木造住宅簡易耐震診断相談
　安心して生活できることが住宅の基本です。
地震に対して安全かどうか、専門家が相談に
応じますので一緒に確認してみましょう。

▼ 受付＝随時　 ▼ 相談日時＝申込受付
後、開催日等を後日連絡します。

▼相談員＝（社）茨城県建築士会筑西支部

▼相談内容＝わが家の耐震診断

▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み
　　建築課建築係　TEL 20-1177

今月の納税 

市民税・県民税（1期） 
国民健康保険税（2期） 

納期限：6月30日（金） 

納税に便利な口座振替をご利用 
下さい。手続きは、金融機関の 
届出印を持参のうえ市収税課又 
は市内の金融機関・郵便局へ 

■問い合わせ
　市収税課管理係　内線４４４

お
詫
び
と
訂
正

連　絡
問い合わせ

広報広聴課
広聴係

内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

6 月 12 日（月）
午前９時〜電話予約

（先着 8 人）

相談員

横  川  日  成
田  崎  善  彦

（ 人権擁護委員）

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

6 月 22 日（木）
13:00 〜 15:00

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます  ＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に対する
　　　　　　　人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

能
・
狂
言
体
験
学
習
参
加
者
募
集

市
民
卓
球
大
会
参
加
者
募
集

無
料
な
ん
で
も
相
談

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

初
心
者
卓
球
教
室
参
加
者
募
集

第
２
回
『
郷
土
（
下
館
）
歴
史
と
文

化
を
学
ぶ
研
修
会
』
参
加
者
募
集

初
心
者
〜
１
０
０
を
切
る
た
め
の

中
級
者
ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者
募
集
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広
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筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.29
平
成
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年
６
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

編

集

後

記

人口＝男 55,397 人　女 56,501 人　計 111,898 人　世帯数＝ 34,711 世帯（平成 18 年 5 月１日現在・常住人口）

　

洋
画
家
の
飯
泉
俊
夫
先
生
を
取
材

し
ま
し
た
。
本
文
中
で
先
生
自
身

が
語
る
と
お
り
、
絵
は
印
刷
物
で
見

る
の
と
実
物
を
見
る
の
で
は
大
違
い
。

ア
ト
リ
エ
で
間
近
に
し
た
油
彩
画
は

大
迫
力
で
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
作
品

は
美
術
館
の
常
設
展
に
展
示
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。（
∞
）

　

今
年
も
バ
ラ
の
国
際
大
会
で
１
等

を
受
賞
し
た
、
小
林
幸
子
さ
ん
（
森

添
島
）
は
、
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

新
種
の
バ
ラ
『
波は
ざ
ん山
の
里さ
と

』
を
作
り

だ
し
た
。「
陶
芸
家
・
板
谷
波
山
先
生

の
作
品
に
魅
せ
ら
れ
て
、
バ
ラ
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
。
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
」と
小
林
さ
ん
。（
ま
）

各種ステージ発表・スーパーライブ
●日時＝８月 26 日（土）、27 日（日）午前 10 時から
●会場＝メインステージ及びサブステージ
●出場資格＝公民館利用団体、趣味で活動している人、又は軽
　音楽グループ。（個人でも出場できます）

相撲節会納涼盆踊り
みなさんで盆踊りを楽しみませんか？　個人でも、グループで
も誰でも思い思いの衣装で参加できます。
夏の終わりの思い出にみなさんで華やかに踊りましょう！
●日時＝８月 26 日（土）午後６時から

ちびっ子相撲大会　

各種相撲大会

●日時＝８月 26 日（土）午前８
　時から
●出場資格＝筑西市内の幼稚園
　児・保育園児（来年度小学校入学予定者）

古代相撲大会
●日時＝８月 27 日（日）午後   
　12 時から
●出場資格＝ 15 歳以上の健康な
　男性（中学生は除く）
●賞＝ 10 万円相当の旅行券など
　豪華賞品を多数用意

腕相撲大会
●日時＝８月 27 日（日）午前 10 時から
●出場資格＝過去にアームレスリング連盟の大会で入賞してい
　ない人
●部門＝小学校低学年・高学年の部（男女混合）、一般女子の部・
　一般男子の部（無差別級）

青空市・物産展・フリーマーケット
●日時＝８月 26 日（土）、27 日
　（日）午前 10 時から午後９時
●店舗条件＝テント（電源あり）
●区画＝１店舗（5.4m × 3.6m）
●出店料＝ 15,000 円
●区画数＝ 40 区画程度
●申込締切＝６月 23 日（金）
※締切終了後「筑西市内在住者」を優先に実

行委員会において抽選し、その結果を申込者

に通知します。該当された方については後日

説明会を開催しますので、出席願います。

なお、この説明会に出席できない場合は、無

効とさせていただきます（代理者可）。※食品販売者については保健所において

腸内病原細菌検査（検便検査）を各自受けていただき、説明会の際に提出してい

ただきます。提出のない方は、出店できませんので特にご注意ください。

ペアペアのど自慢
あなたの自慢ののどを披露してみませんか？ご夫婦、お友達、
仕事の同僚など２人以上のグループで出場してください。
●日時＝８月 27 日（日）午後３時から

御神輿、お囃子の競演
●日時＝８月 27 日（日）午後６時から

参加申込み・問い合せ

関城の祭典 どすこいペア実行委員会事務局

（筑西市関城経済課経済グループ内）
TEL 37-6111（内線 373 374）   FAX 37-4094

どすこいぺア参加者募集
8 26 27土 日

関城支所敷地内
（旧関城町役場）

琴欧州

ゲスト力士
大関 

関 
ことおうしゅう

　

威い
ふ
う
ど
う
ど
う

風
堂
堂
＝
威
厳
が
あ
り
、
お
ご

そ
か
で
立
派
な
さ
ま
を
言
う
。
こ

だ
ま
ス
イ
カ
の
『
こ
だ
ま
』
は
、
新

幹
線
の
こ
だ
ま
に
由
来
す
る
と
の
説

も
あ
る
。
新
幹
線
も
そ
う
で
あ
る
が
、

筑
西
市
特
産
の
こ
だ
ま
ス
イ
カ
も
、

全
国
各
地
の
数
あ
る
特
産
品
の
中
で

も
『
威
風
堂
堂
』
で
あ
る
。　
（
も
）

波
は ざ ん

山の里
さと

（ミニチュアローズ系）…小林幸
子さん（森添島）が作りだした新種のバラ。
鮮やかな赤紫の花びらと黄色の花芯が特徴。




